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西柴防災ニュース 
西柴団地自治会防災部 

横浜市金沢区西柴四丁目１－１１ 
ホームページでもご覧いただけます。                                     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全国で激甚化する大雨や台風。ここ西柴でも他人事ではありません。 

台風シーズン到来！いま、私たちができること 

令和８年５月 29 日より、防災気象情報の運用が大きく変わりました。「新たな防災気象情報」で

は、河川氾濫（※１）、大雨、土砂災害、高潮に関する情報に、レベル１から５の「レベル」が付い

て発表されるようになります。 

金沢区では、レベル４危険警報(大雨危険警報、土砂災害危険警報、高潮危険警報)の発令時、か

つ、被害を及ぼす可能性がある場合に避難指示を発令し、避難場所を開設します。 

状況に応じて、レベル３、またはレベル４で避難行動（※２）を開始してください。 

 

（※１）金沢区には防災気象情報の河川氾濫にあたる対象河川はありません。 

（※２）避難行動は、避難場所へ移動することに限りません。災害リスクのある区域から安全な場

所へ移動する「立ち退き避難」が基本ですが、状況によっては、自宅の上階へ移動するなど建物内

で安全を確保する「屋内安全確保」も有効な避難行動の一つです。 

今回は、いざという時に慌てないための『気象警報の最新ルール』、『西柴の危険スポット』、 

『事前に準備しておくこと』を特集します。 

 

Ⅰ.『気象警報の最新ルール』 （出典：横浜市金沢区ホームページ、気象庁ホームページ） 
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１．西柴地区の【内水】浸水想定区域 

Ⅱ.『西柴の危険スポット』 （出典：横浜市行政地図情報提供システム） 

２．西柴地区の【土砂災害】想定区域 

◎「内水（ないすい）」とは？ 

河川の堤防が決壊して水が流れ込んでくる「外水（洪水）」とは異なり、「下水道や側溝の排水能力を上回る大

雨が降り、街の中に水があふれてしまう現象」のことです。近くに大きな川がなくても、周辺より土地が低い場

所（西柴地区であれば、坂の下の平地や窪地など）では発生しやすくなります。 

下記地図上で、水色、ピンク、濃い紫になっているエリアにお住まい、または避難経路が含まれている場合

は、大雨の際に早期の垂直避難（建物の 2 階以上へ上がる）や早めの避難行動が必要になる目安として捉えて

ください。 

色 浸水の深さ（目安） 危険度と生活への影響 

薄いピンク 0cm 〜 2cm 未満 水たまりができる程度です。 

黄色 2cm 〜 20cm 未満 くるぶしが浸かるくらいです。道路が冠水し始めます。 

薄い緑 20cm 〜 50cm 未満 

すねから膝下あたりまで浸かります。20cm を超えると、一般的な住宅の床

下浸水が始まり、車はマフラーが水に浸かって動けなくなるリスクが高まり

ます。 

水色 50cm 〜 1.0m 未満 
大人の太ももから腰あたりまで水が来ます。床の上まで水が浸入（床上浸水）

し、大人の歩行での避難もかなり困難（危険）になります。 

ピンク 1.0m 〜 2.0m 未満 
1 階が完全に浸水し、大人の背丈近く（またはそれ以上）になります。歩行避

難は不可能です。 

濃い紫 2.0m 以上 1 階の天井を超え、2 階の床まで水が達する非常に危険な状態です。 

 

◎色分けの意味 想定条件：1時間で 153mm の降雨 （想定最大規模降雨） 

【体験談・事例紹介】 

・ハザードマップでうちは安全なはずだっ

たが、道路が冠水（内水氾濫）して孤立し、

結局一歩も動けなくなった。もっと早く避

難所に移動するか、数日分の食料を確保し

ておくべきだった 

・まさか床の上まで水が来るとは思わず、通

帳や大事な書類を 1 階の棚に置いたままに

して全滅した。2 階にあげておけばよかっ

た。 

・犬を連れて避難した、避難所で困った。誰

かに何か言われたわけではないけれど、い

い顔はされない。結局、雨の降る中、ペット

と避難所の廊下で過ごした。 
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◎色分けの意味 

色 区域の名称 危険度と意味（取るべき行動） 

黄色 
土砂災害警戒区域 

（通称：イエローゾーン） 

「土砂災害が発生した場合に、住民の生命または身体に危害が生じる恐れが

ある区域」です。大雨の際には土砂が流れ込んでくるリスクがあるため、警戒

レベル 3 や 4 が発令されたら、安全な場所への「早期の立ち退き避難」が必

要です。 

赤 
土砂災害特別警戒区域 

（通称：レッドゾーン） 

「イエローゾーンの中でも特に危険で、土砂が直撃して『建物が破壊され』、住

民の生命に大きな危険が生じる恐れがある区域」です。ここに指定されてい

る場所は、崖崩れなどが起きた際に木造家屋だと押しつぶされる（倒壊する）

可能性が極めて高いため、大雨の際は「崖から離れた頑丈な鉄筋コンクリー

ト造の建物の 2 階以上にいる」か「前もって完全にそのエリアから退避する」

必要があります。 

 

【体験談・事例紹介】 

2 ページ目で紹介した事例を含め、内閣府

が提供している「一日前プロジェクト」に

エピソードが多数掲載されています。 

 

 

 

また、横浜市のホームページには、「災害時

のペット対策（風水害）」について掲載され

ています。避難場所へ同行避難する場合の

注意点など掲載されていますので、事前に

確認し、備えておくことをおすすめいたし

ます。 

 

◎ワンポイント 

 豪雨の中、夜間に屋外を移動するのは命に関わるリスクがあります。危険な場所にいる場合は、「レベル 4

（避難指示）」が出る前、あるいは明るいうちの自主的な避難を心がけましょう。 

 気象情報や避難所設置など、情報・通知サービスを確認するようにしましょう。 

 西柴地区の風水被害時の避難場所は、西柴中学校です。その他金沢区の避難場所をいくつか事前に確認し

ておくようにしましょう。 

内閣府ホームページ 

「一日前プロジェクト」 

横浜市ホームページ 

「災害時のペット対策 

（風水害）」 

２．西柴地区の【土砂災害】浸水想定区域 
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Ⅲ.『備えておきたいこと』 （出典：気象庁ホームページ ） 

 
◎防災気象情報の主な入手方法（出典：気象庁「大雨や台風に備えて」） 

気象庁 

ホームページ 

 

国土交通省 

川の防災情報 

 

キキクルの 

通知サービス 

 

横浜市防災 

情報ポータル 

 

気象会社の情

報サービス 

 

金沢区に避難指示が発令された場合の避難場所 

 富岡並木地区センター 

 西柴中学校 

 釡利谷東小学校 

 六浦地区センター 

 関東学院大学ベンネットホール（４階） 

レベル５特別警報が発表され、かつ、区役所の判断によ

り、左記５か所の避難場所に加えて追加開設される場所 

 能見台小学校  

 並木中学校  

 金沢区役所  

（出典：横浜市金沢区ホームページ）  
避難所掲載 

横浜市避難 

ナビ 

 


